講演用メモ（熊本県長洲町）
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1． 自己紹介

地図　2種類。

世界観は相対的なもの

自分の位置から世界を見ようとする。

相手の位置から世界を見てみるという意識も大切。

2． なぜ自爆テロ？　

「９．１１」は覚えていますか？

2001年、NYの貿易センタービルにハイジャックされた飛行機が激突した日。

パキスタンの女の子の話。マドラッサで勉強できる。家では家事の手伝い。

イマムたちは、子供達に宗教教育。コラーンの教え。

米国は悪、民主主義は悪と教える。それを打ち破ることは善。

子供達はそれを信じて、命を犠牲に天国へ召されると信じる。

しかし、イスラムの教えは、そんな危険なものではない。キリスト教から派生。

イスラム教の教えは、基本的には平和主義だし、慈愛の精神に満つ。

問題の根底には、貧しさがある。

学校にも行けない、情報の偏り。一般教育の欠如。

そこに宗教が影響力を持つ素地がある。

子供達の地平線･水平線が広くない。

3． 二国間関係（日本・ポルトガル関係）における民間交流
政府同士の関係は僅かの部分を占めるに過ぎない。

二国間関係の大部分は、ビジネス交流と草の根交流

草の根交流を担うのが、姉妹都市などの民間交流

結局、国と国との関係の基礎は、人と人との関係。

人々の間の交流が、二国間関係を支えている。

4． なぜ国際交流？　それは、異文化との出会いの機会
この世を見る目の広さ、いわゆる視野は、その人の教養（学問）や体験による。

教養を養うためは、哲学、歴史、宗教学、数学などの学問が有効。

体験を養うためには、異文化との出会い（邂逅）、接触。
若いうち、特に十台に、日本とは異なった人々、言語、宗教、ものの考え方に出会うことができれば、その人の水平線･地平線は素晴らしい広がりを持つ。

カナダのJohnの話。

特に、若いときの異文化との出会いは、その人の人生すら変える。

でも、年を取ってからでも遅くはない。

5． 目を外へと開こう、広げよう

日本にはまだ島国根性があるのではないか？

日本は島国。異文化の人々と交流する歴史はまだ長くはない。

島国根性といわれている側面をまだまだ持っている。

日本は世界中の国々と広く貿易して、経済成長を続けてきている。

世界第2位のGDPの国として、G8の一員として、世界経済の運営に携わっている。

また、国連安保理常任理事国になろうとして、世界の平和と安定に貢献する意向。

それが日本という国が置かれている現状。

従って、島国根性であってはならないし、内向きの精神ではいけない。

広く世界に羽ばたく若者の国であって欲しい。

特に、若者にその機会を与えよう。
目を外へと開こう、広げよう。
6． 多様性こそ世界の豊かさ

世界は豊かである。なぜか？

それは、文化が多様だから。どこに行っても金太郎飴では、つまらない。

Cultural diversity gives tremendous richness to our world.
ヨーロッパでは、異なった言語、文化、ものの考え方をする国々が多数存在。

ドイツ人とフランス人、ポルトガル人とスペイン人、イスラム教徒とキリスト教徒。

アジアといっても、中国人と日本人のものの考え方は違う。韓国人とも違う。

日本人の価値観に比較的にているのは、タイ、ミヤンマー、カンボディア人など。

アメリカ人と日本人も違う。

アラブ人も相当違う。

世界では多くの異なった文化が存在。

このような文化の違いが、世界の豊かさを守っている。

生物の多様性と同じ。

グローバリゼーションも、市場原理も、民主主義も、世界の画一化・均質化を達成することはできない。

7． 「寛容」の精神

ヨーロッパ27カ国はEUを組織。国境をなくして、人やものの交流を進めている。

その努力の中核となっている精神が、「寛容」。

お互いに、異なった文化、人々の存在を認めて、それを尊重し、敬意を払い合う。

相手は自分と違うことをそのまま認め、その存在を受け入れる。
それが「寛容」の精神。

ヒンズー教、仏教は寛容の精神に富んでいる。

僅かの寛容の精神で、世界はもっともっと平和で住みやすくなるだろう。

8． その「寛容」の精神を培おう。

皆さんの多くが、自分の視野を広く世界へ向けて、異文化と接触して欲しい。

異文化と接触することによって、自分の水平線を押し広げて欲しい。

それは、結局、皆さんの心の中にある「寛容」の精神を高めることになる。

英国やポルトガルに行ってみて、自分と違った人たち、文化を発見して欲しい。

ちょうど、500年前に、ポルトガル人達が日本まで航海して来たように。

皆さんが今後世界で活躍していく上では、寛容の精神と言語能力を兼ね備える必要がある。

それは、皆さんの水平線を広げることと、英語にうまくなること。

9． ポルトガルとは？

1543年の種子島以来の歴史。ザビエル、アルメイダなど。言葉。

1582－84の遣欧天正少年使節団

ロカ岬。「ここに陸地果て、海始まる。」カモンイシュ

温暖な気候（冬でも平均気温が最低８度位、最高１５度位）、白砂の浜、紺碧の空、豊かな海の幸、陸の幸（イベリコ豚、生ハム）、白と黒の石畳の道、ユネスコ世界遺産、マデイラ、アソーレシュの島々。

古びた家々の街並み－-　優しさと哀愁に満ちたポルトガルの町々。
しかし、何にもまして良いのは、ポルトガル人の暖かさ

　

10． ヴィラ・ド・ビシュポ、オルタ
11． 皆さんの「夢」は何？

もう一度伺います。何？

私は、今日皆さんに夢の候補を持って来ました。

それは、

ポルトガルに行って、日本と違ったものと出会いませんか？

日本とポルトガルとの間の、また、日本と異文化を持った諸外国との間の架け橋になりませんか？　ということ。

そのような異文化との接触によって、西之表（長洲）のことについて尋ねられて、自分が意外と西之表（長洲）自身のことを知らないことに驚くでしょう。

皆さんは、西之表（長洲）について、そして、日本自身について新しい発見をするでしょう。

それは、

西之表（長洲）の文化とは何だろう？　日本の文化とは何だろう？

日本人の価値観、ものの考え方は何だろう？　と考えるようになることです。

日本自身について、西之表（長洲）について、考えるようになるでしょう。

日本についてもっと勉強してみようという気になるでしょう。

ちょうど私自身がそうであったように。
12． 異文化との架け橋

西之表（長洲）や日本のことがもっと理解できれば、日本と諸外国との間の関係に携わることができます。

異文化との架け橋になれるのです。

日本は、そのような人たちをこれからもっともっと必要としているのです。

